
日時

場所

参加者

●　午前　

●　午後

竹林の整備作業（その１） 竹林の整備作業（その２）

　午後は、一部のメンバーの入れ替わりがあり、１１名人で公園入口付近の竹林の整備作業に取り
組みました。この日の気温は３０℃を超える暑さになったこともあり、整備作業は１時間ほどで切りあ
げ、ノコギリなどの手入れの後、定刻より３０分ほど早い午後２時３０分ごろに今日の活動を終了しま
した。
　今日は、午後の竹林整備作業中にハチに刺されたメンバーがいましたが、幸いに大事に至らずに
済みました。

●　次回の活動は８月４日（土）の予定です。猛暑が続いていることが予想されることと、午後の都合が
　　悪いメンバーがいるため、午前中の自然観察のみの活動とすることにします。
　　多数の皆様のご参加をお待ちしています。

朝のミーティング

エコウイングあかし

２０１８年 7月14日（土）　 ９時００分～ １4時３０分

金ヶ崎公園

ｴｺｳｲﾝｸﾞ会員／９名（うち午前のみ１名、午後のみ１名）、
魚住まち協／２名（うち午後のみ１名）、事務局／１名　　　　計１２名

　今日の金ヶ崎公園は、前週の記録的な豪雨の後の梅雨明けに続く猛暑の中の活動になりました。
金ケ崎公園の中にも、豪雨による土砂崩れが発生し、重機が入って復旧作業が進められていまし
た。
　その中で、午前中は10名の活動メンバーが集まり、会議室での朝のミーティングの後、いつものよう
に公園内のコースを巡って昆虫を中心とした自然観察をしました。夏本番を迎え、チョウやトンボなど
の昆虫が色々と姿を見せましたが、思ったほど多くの種類は観察できませんでした。
　自然観察の中で、今年もコナラやアベマキの「ナラ枯れ」被害が広がっていることを確認しました。
新たに被害を受けている木は１０本以上はあるようです。今後もさらに被害が拡大することが心配さ
れます。

自然観察（その２）自然観察（その１）

ナラ枯れ被害木の確認

「ふれあいの里山」復活大作戦



シロテンハナムグリ

コシアキトンボ（オス）

　今日の自然観察で確認できた昆虫を紹介します。今日はチョウやトンボ、コウチュウなどのなかま
が色々と姿を見せました。中には、小学生のメンバーが１０回以上捕虫網を振り回して捕らえたモン
キアゲハもいました。そのほかに、カメムシやカマキリ、アブのなかまも観察しました。アベマキの樹
液には、オオスズメバチやカナブンが集まっていました。
　また、カラスザンショウの葉にいるナミアゲハチョウの幼虫、クチナシの葉にいるオオスカシバの幼
虫も確認しました。公園の一番奥では、キイロスズメバチの巣も見つけました。

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その１）

ヒカゲチョウ

シオヤアブ

ウチワヤンマ

ヤマトシジミ

コアオハナムグリ

モンキアゲハ（捕虫網の中）

オオシオカラトンボ（オス）

カナブン

ハラビロカマキリの幼虫キマダラカメムシ



樹液に集まるオオスズメバチとカナブン

ムクドリ 電線に並んで止まるツバメたち

　野鳥は、猛暑の影響なのか、確認できたのはあまり多くありませんでした。観察して撮影できたの
は、ハクセキレイとムクドリ、ツバメだけでした。ハクセキレイは、幼鳥の兄弟と思われる２羽が戯れて
いるのが見られ、ツバメはふもとの北浦池の横の電線に何羽も並んで止まっていました。

ハクセキレイ ハクセキレイの兄弟？（その１） ハクセキレイの兄弟？（その２）

キイロスズメバチの巣 巣に集まるキイロスズメバチ

オオスカシバの幼虫ナミアゲハの幼虫

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その２）



MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その３）

　その他の生き物では、トノサマガエルが姿を見せました。明石市内では姿を消したという人もいます
が、金ヶ崎公園ではまだ健在です。
　またこの時期は、金ヶ崎公園でも色々なキノコが観察できます。今日観察したキノコを２種紹介しま
すが、名前はよく分かりません。

トノサマガエル 今日のキノコ（その１） 今日のキノコ（その２）

金ヶ崎公園の土砂崩れの状況

グラウンド越しに見た状況 近くから見た現場

※ 金ヶ崎公園の豪雨被害

　この７月は、西日本は記録的な豪雨に見舞われ、各地で大きな被害が出ました。金ヶ崎公園もまた
被害を受け、公園入口のグラウンド東側でがけ崩れが発生し、通路が土砂で埋まりました。
　この活動当日には、重機も入って復旧作業が進められていましたが、通路は当分は通行止めにな
ると思われ、注意が必要です。


